
議論の中からピックアップ　 ▶Ｐ２
ここが聞きたい　一般質問　 ▶Ｐ７
お知らせします　議会の動き ▶Ｐ１１
愛ＬＯＶＥゆりほんじょう ▶Ｐ１２

由
利
本
荘
市
議
会
で
す

由利本荘市議会だより
令和４年／２０２２年２月１日　第６７号

１２月定例会
祝  １年越しの成人式／ナイスアリーナ（１月８日）

由利高校民謡部ＯＧの華麗な舞
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総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

　令和３年１２月定例会が１１月３０日から１２月１７日までの１８日間の会期で開催されました。
　市より、監査委員の選任、条例の一部を改正する条例案、指定管理者の指定、一般会計・特別会計補正
予算案など４２件が提出され、審議した結果原案のとおり可決されました。
　また、陳情６件については常任委員会での討議、本会議での討論を経て、採択２件、一部採択１件、趣旨
採択１件、不採択２件となりました。
　議員発案２件、委員会発案３件についても原案のとおり可決されました。

１２月定
例会

議論の中からピックアップ

子育て世帯臨時特別給付金事業

問 　事業計画の内容は。

答 　本市では子育て世帯への速やかな支援を
鑑み、先行給付分の５万円と合わせ、現金１０
万円を一括給付することとした。
　主な内容としては、中学生以下で認定を受
けた方には年内を目処に振込予定で、高校生
年代は年度内に随時振込予定である。

　国の政策を受け、児童１人に１０万円の給付

金を支給します。 教

福祉灯油購入費助成事業

問 　助成対象と助成額は。

答 　灯油価格高騰の影響を最も受けている住民
税非課税世帯に、暖房費として５千円を上限に
助成する。

　灯油価格高騰の影響を受け、暖房費として助

成します。 教

ＰＣＲ検査センター開設

問 　検査センターの詳細と期間は。

答 　誰もが気軽に検査を受けることができる体
制を構築し、安心安全な日常生活と経済社会
活動の継続を目的として、民間企業との共同運
営により設置する。
　期間は、年末から令和４年３月３１日までを
予定している。

　ＰＣＲ検査希望者へその機会を提供します。

教

行政センターに開設されたＰＣＲ検査センター

財産収入

問 　収入額と用途は。

答 　鳥海ダム建設用地の土地と立木の処分に係
る売り払い収入が、２億７６４６万１千円とな
り、鳥海ダム振興基金に積み立てられる。

　鳥海ダム建設用地と立木売り払い収入です。

産
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問 　統合の状況説明と住民の理解は得られた

か。

答 　老朽化した消防格納庫１棟と、河川改修に
より移転が必要となった消防格納庫１棟の二
つを統合し、新たに別の場所に建設する。
　住民への説明を経て決定した。

　市消防団東由利分団第３部の１班・２班の格納

庫を統合します 総

消防格納庫移転鳥海山木のおもちゃ美術館
アフターコロナ対策事業

問 　ＰＲ事業の内容は。

答 　アフターコロナ対策としてより多くの集客
を目的に、情報誌などで紹介を行う。
　また、テレビコマーシャルを制作し、県内３
社のテレビ局を通じて、おもちゃ美術館を広
く認知してもらえるようＰＲを推進していく。

　アフターコロナを見据え、木のおもちゃ美術館

のＰＲを推進します。 教

ＣＡＴＶセンター条例の
一部を改正

問 　改正内容は。

答 　民営化の選択肢の一つとして、指定管理制
度の導入を可能にするため、当該条項を追加
した。

問 　今後のケーブルテレビの運営は。

答 　伝送路設備の保守管理業務を委託してい
る、株式会社秋田ケーブルテレビと、業務委託
の拡大に向けた連携協定を締結しており、協
議を継続している。
　令和５年１月で、ＩＰ電話・インターネット業
務を終了する。

　ケーブルテレビ民営化の選択肢を広げます。

総

民営化を目指すケーブルテレビ

水林陸上競技場の沈下改修事業

問 　改修工事の概要は。

答 　沈下部分および、緩みが予想される部分の
ウレタン舗装を約１６０㎡剥ぎ取り、掘削転
圧を行い、再び地下水が集中することがない
よう埋め戻して、ウレタン舗装を敷き直す。
　５月下旬に予定される中学校総体陸上競
技が開催できるよう整備を進めたい。

　６月に確認された走路などの沈下部分の改修

工事を行うものです。 教

改修が急がれる競技場
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農地・農業用施設小災害
支援事業費補助金

問 　補助事業の詳細は

答 　７月１１日からの豪雨災害への支援事業で、
農地３４カ所、施設６０カ所に対して補助す
る。

　令和３年豪雨災害に対して補助します。 産

（仮称）新たなまちづくり協議会

問 　設立趣旨とスケジュールは。

答 　「住み続けたい、訪れてみたい由利本荘市を
つくる」をテーマに若い人財が実践活動を行
い、地域の元気を創出し、ネットワークを構築
することにより、市全体の元気創出につなげて
いく。
　要綱確定後、令和４年１月に公募して２月
に委員を決定し、４月に第１回会議開催を目
指す。

　設立に向けた準備をしています。 総

漁港管理費

問 　松ヶ崎漁港の砂などの堆積状況は。

答 　冬から春にかけての、北西方向からの強風
のため大量の砂が飛び、港内の漁船の航行が
不能となっていた。補正額４７０万円で堆積し
た砂を浚渫した。
　これにより漁船の航行が可能となった。

※
しゅんせつ

浚渫とは……港湾・河川などの底面を
さら

浚っ
　て土砂などを取り去る土木工事のこと。

　松ヶ崎漁港の
しゅんせつ

浚渫を行いました。 産

産業建設常任委員会による漁港の現地確認

本荘公園二の丸広場遊具修繕

問 　修繕内容はどのようになっているか。

答 　毎年行っている遊具点検により、遊具の一
部破損が確認され、ボルトが浮き上がって危険
と判断された遊具を部分的に使用禁止として
いた。
　利用者から早期の復旧要望があり床材取
替、塗装など６９万３千円で修繕した。

　一部を残して床材が取り替えられました。 産

修繕された遊具

交通サービス共同研究

問 　提携先と内容は。

答 　伊藤忠テクノソリューションズ株式会社と連
携して、地域公共交通の一部として、「オンデマ
ンド交通」などを導入した場合のシミュレーシ
ョンなどを行い、実際の試験運行に向けた検
討材料とする。
　矢島地域にて、令和４年３月まで運行内容を
研究する。研究費用は、提携先が支出する。

　持続可能な交通サービス共同研究に関する連

携協定を締結しました。 総

共同研究の目指す姿
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陳　情　結　果

採　　択

○陳情第９号
　精神保健福祉の改善を国に求める意見書提出につ
　いての陳情
秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　三浦耐子

○陳情第１０号
　国民の命と健康を守るため安全・安心の医療・介
　護・福祉の実現を国に求める意見書提出について
　の陳情

秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　三浦耐子
秋田県労働組合総連合　議　　長　越後屋建一

不  採  択

○陳情第１２号
　沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用
　しないよう国に求める意見書提出についての陳情

兵藤知子
○陳情第１３号
　由利本荘市沖合への洋上風力発電建設中止を国、
　県に求める意見書提出についての陳情
全日本年金者組合本荘由利支部　執行委員長　村上次郎

一部採択

○陳情第８号
　国民の命と健康を守るため安全・安心の医療・介
　護・福祉の実現を国に求める意見書提出について
　の陳情
秋田県医療労働組合連合会　執行委員長 三浦耐子

趣旨採択

○陳情第１１号
　介護をする人・受ける人がともに大切にされる介護
保険制度への転換を国に求める意見書提出について
の陳情
秋田県社会保障推進協議会　会長　佐藤幸美

人　事　案　件

■監査委員（議員選出）の選任について

　三浦　秀雄　議員（新任）

●議員発案第６号

　由利本荘市議会の議員の議員報酬、費用弁償等
　に関する条例の一部改正
●議員発案第７号

　米価下落に伴う緊急の対応策を求める意見書の
　提出

議 員 発 案

同意

可決

●三川・北福田・金崎線　ほか２路線

　河川改修による市道路線の見直しに伴い、廃止・
認定するもの

市 道 認 定 可決

●由利本荘市一般職の職員の給与に

　関する条例の一部改正

●由利本荘市一般職の任期付き職員の採用等に関

　する条例の一部改正

●由利本荘市特別職の職員で常勤のものの給与及び

旅費に関する条例の一部改正

●由利高原鉄道株式会社に対する固定資産税等の

　課税免除に関する条例の一部改正

●ＣＡＴＶセンター条例の一部改正

●都市計画税条例の一部改正

●国民健康保険税条例の一部改正

●国民健康保険条例の一部改正

●農山村集会施設条例の一部改正

●林業研修集会施設条例の一部改正

●岩城多目的屋内体育施設条例の一部改正

●ガス事業、水道事業及び下水道事業の設置等に

　関する条例の一部改正

●情報拠点施設条例を廃止する条例

条 例 関 係 可決

陳情

第８号

委員会発案

第４号

意見書提出

陳情

第９号

委員会発案

第５号

内閣総理大臣、総務大臣、

財務大臣、厚生労働大臣

陳情

第10号
委員会発案
第６号

内閣総理大臣、厚生労働大

臣
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共
産
党

公
明
党

無
所
属

表
決
数

議
　
決
　
結
　
果

高　志　会 立憲民主・きずな 市民の窓口サキホコレ
会派・
議員名

案件名

不 採 択

反
　
　
　
対

賛
　
　
　
成

伊
藤
　
順
男

佐
藤
　
正
人

佐
々
木
隆
一

松
本
　
　
学

大
友
　
孝
徳

正
木
　
修
一

三
浦
　
　
晃

阿
部
　
十
全

小
川
　
幾
代

岡
見
　
善
人

渡
部
　
聖
一

髙
橋
　
和
子

佐
藤
　
義
之

佐
藤
　
健
司

高
橋
　
信
雄
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井
新
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郎

甫
仮
　
貴
子

三
浦
　
秀
雄

泉
谷
　
赳
馬

小
松
　
浩
一

吉
田
　
朋
子

長
沼
　
久
利

－×○××××○○○××××××××××××陳情第１２号 １７４

○：賛成　×：反対

※伊藤順男議長は、採決に加わりません。　※共産党：日本共産党

●陳情第１２号

　沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう国に求める意見書提出についての陳情

　令和６年度までを遺骨収集の集中実施期間に位置付けている。戦没者遺骨収集推進法の精神に反すること
からも採択すべきである。

　沖縄米軍基地建設との関連性が強く、国において進められるものであるため、全体的な観点から考え不採
択とすべきである。

委 員 会 討 論

採択意見

不採択意見

議案表決結果一覧表

共
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属
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会派・
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案件名
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藤
　
順
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々
木
隆
一

松
本
　
　
学

大
友
　
孝
徳

正
木
　
修
一

三
浦
　
　
晃
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岡
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一

髙
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和
子

佐
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之

佐
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健
司
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橋
　
信
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮
　
貴
子

三
浦
　
秀
雄

泉
谷
　
赳
馬

小
松
　
浩
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吉
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朋
子

長
沼
　
久
利

－×○○○××○××××××××××××××陳情第１３号 １７４

○：賛成　×：反対

※伊藤順男議長は、採決に加わりません。　※共産党：日本共産党議案表決結果一覧表

●陳情第１３号

　由利本荘市沖合への洋上風力発電建設中止を国、県に求める意見書提出についての陳情

　計画規模があまりにも大きく、市民が愛する景観を著しく阻害する。日本海の生態系に与える影響が報告され
ていないほか、風車までの離岸距離が他に類を見ないほど住宅地に近く、低周波音による睡眠障害などの健康被
害が懸念される。また、送電網の計画や経済効果も公表されていない。市の大自然と景観、そして市民の健康を
守るためにも採択すべきである。

　低炭素社会の実現に向けて再生可能エネルギー導入は必要だ。再エネ海域利用法の法整備も進み、環境影響
評価法に基づく環境アセスメントの確実な実施や、建設に関するガイドラインも改正された。陳情の思いは理解
するが、再生可能エネルギーの未来への可能性を見据えることが大切だ。建設反対には賛同できないので不採
択とすべきである。

本 会 議 討 論

賛成の立場から   大友孝徳議員

反対の立場から   長沼久利議員

本荘由利広域市町村圏組合議会議員

長沼久利議員の広域議会議員辞職に伴い、１２月８日付で松本学議員が広域議会議員になりました。

教
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

こ
こ
が

聞
き
た
い

由利本荘市議会だより  第67号（12月定例会）

こ
こ
が

聞
き
た
い

7P 吉田朋子（高志会）
１．本荘追分全国大会復活について

２．帯状疱疹予防のため、ワクチン接種への

助成について

３．漬物製造業営業許可制度への対応につい

て

４．各地域の公共体育館施設整備について

５．由利本荘市暮らしの便利帳について

8P 小松浩一（高志会）
１．後期基本計画重点化プロジェクトについ

て

２．本市における都市計画について

３．コロナ感染症拡大時の危機管理および情

報発信について

４．豪雨災害から市民を守る安全・安心なま

ちづくりについて

５．地域コミュニティの活性化について

６．現在および今後の学校教育の諸課題に

ついて

吉田朋子
（高志会）

市
主
催
に
よ
る
本
荘
追
分
全
国

大
会
を
復
活
で
き
な
い
か
。

商
工
会
に
代
わ
り
市
が
開
催
す

る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

商
工
会
や
本
荘
追
分
保
存
会
、
教
育
委

員
会
な
ど
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
唄

い
手
や
演
奏
者
の
若
い
世
代
の
育
成
に

取
り
組
み
、
伝
統
芸
能
の
保
存
・
伝
承

に
努
め
て
い
く
。

問答

５０
歳
以
上
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
希
望
者
へ
半
額
助
成
す

べ
き
で
な
い
か
。

厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接
種
・

ワ
ク
チ
ン
分
科
会
に
お
い
て
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
を
帯
状
疱
疹
予
防
と
し

て
定
期
接
種
と
す
る
か
ど
う
か
の
検
討

が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
国
の
動
向

を
注
視
し
、
方
針
が
決
ま
っ
た
ら
市
の

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

問答 帯
状
疱
疹
予
防
の

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

漬
物
製
造
業
営
業
許
可

　
　
　
　
制
度
へ
の
対
応
は

8P 阿部十全（立憲民主・きずな）
１．風力発電について

２．災害時の対応について

３．選挙の投票率向上について

４．介護予防福祉用具・福祉用具について

５．ワクチン接種会場での事故報告について

9P 佐々木隆一（日本共産党）
１．コロナ「第６波」起こさぬ対策と備えは

２．農業振興について

３．鳥インフルエンザ発生への対処について

４．介護保険料滞納差し押さえ増加

５．福祉灯油で暮らし応援を

６．教育行政について

こ
こ
が

聞
き
た
い

県
内
で
は
台
所
や
作
業
小
屋
な

ど
で
販
売
用
の
漬
物
を
作
っ
て

い
る
。
施
設
整
備
に
は
費
用
の
負
担
が

重
荷
と
な
る
。
市
と
し
て
は
農
家
へ
の

支
援
、
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

県
に
お
い
て
支
援
策
を
検
討
し

て
い
る
。
そ
の
動
向
を
注
視
し
、

市
の
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
。

問答

遮
光
の
た
め
の
暗
幕
整
備
は
必

要
で
は
な
い
か
。

令
和
元
年
度
に
北
内
越
公
民
館

講
堂
を
、
今
年
度
は
矢
島
体
育

セ
ン
タ
ー
の
暗
幕
整
備
、
石
脇
体
育
館

暗
幕
不
具
合
は
現
地
確
認
し
対
応
し
た
。

問答

舞
台
裏
手
す
り
の
設
置
が
必
要

で
は
な
い
か
。

手
す
り
整
備
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

問答

第３３回大会

10P 正木修一（サキホコレ）
１．米価下落対策について

２．市道、林道管理について

３．由利本荘市沖洋上風力発電事業者決定

後の取り組みについて

４．町内会要望事項への対応について

５．スクールバス乗車範囲について

9P 甫仮貴子（高志会）
１．高齢者保健福祉について

２．子宮頸がんワクチンについて

１２月定例会では、

６人の議員が質問に立ちました。

各
地
域
の
公
共
体
育
館

　
　
　
　
　
　
施
設
整
備
は

本
荘
追
分
全
国
大
会
復
活
を
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小松浩一
（高志会）

羽
後
本
荘
駅
東
口
周
辺
の
今
後

の
整
備
事
業
を
ど
の
よ
う
に
見

通
し
て
い
る
の
か
。

都
市
計
画
決
定
幅
員
で
あ
る
16

メ
ー
ト
ル
で
の
整
備
は
、
お
お

む
ね
10
年
程
度
の
期
間
と
多
額
の
経
費

を
要
す
る
。

　
早
期
に
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

暫
定
幅
員
で
の
整
備
も
含
め
て
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
年
明
け
の
１
月
頃
に

は
住
民
説
明
会
な
ど
に
よ
り
、
事
業
の

見
通
し
を
示
し
て
い
く
。

問答

８
月
の
よ
う
な
感
染
拡
大
を
想

定
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
情

報
を
収
集
し
発
信
す
る
の
か
。

国
や
県
の
基
本
的
対
処
方
針
を

踏
ま
え
、
積
極
的
な
情
報
収
集

を
継
続
す
る
。
さ
ら
に
医
師
会
な
ど
の

関
係
機
関
や
民
間
団
体
と
の
連
携
に
取

り
組
む
。

問答

浸
水
被
害
を
直
ち
に
防
ぐ
方
策

で
あ
る
、
排
水
施
設
整
備
や
貯

留
施
設
の
設
置
な
ど
は
、
巨
額
の
事
業

費
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
実
現
に
向
け

て
は
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

　
ま
ず
は
人
命
を
最
優
先
に
、
市
民
が

自
ら
行
う
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
と
、

そ
れ
を
支
援
す
る
ソ
フ
ト
事
業
も
併
せ

取
り
組
ん
で
い
く
。

答

７
月
の
浸
水
被
害
の
一
因
で
あ

る
雨
水
排
水
に
つ
い
て
、
市
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

問

本
市
に
お
い
て
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
の
役
割
や
活
動
内
容
を
明

確
に
し
、
配
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

答

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の

実
現
に
結
び
付
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
の
配
置
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

問

事
業
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
、
要
望
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

私
自
ら
も
地
域
の
懇
談
会
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
情
報
発
信
し
て
い
く
。

答

市
長
の
考
え
を
市
民
に
伝
え
る

手
段
は
。

問

環
境
影
響
評
価
法
に
て
、
一
定

基
準
以
上
の
変
更
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
事
業
者
が
追
加
的
な
評
価
を

行
う
。
市
は
事
業
者
に
対
し
て
、
計
画

変
更
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
地
域
住
民

や
関
係
者
な
ど
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
求

め
て
い
く
。

答

規
模
な
ど
の
変
更
の
説
明
や
合

意
を
得
る
必
要
性
は
。

問

福
祉
用
具
の
常
設
展
示
は
し
て

い
な
い
が
、
過
去
に
市
主
催
で

答

福
祉
用
具
の
常
設
展
示
は
。

問

有
事
の
際
の
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
整
備
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回

の
事
案
を
受
け
、
指
定
管
理
者
に
対
し

て
管
理
徹
底
の
強
化
を
求
め
た
。
市
が

得
る
こ
と
が
で
き
た
情
報
は
、
報
道
機

関
に
適
宜
提
供
し
た
。
新
た
な
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
、
市
民
が
不
安
を

感
じ
な
い
環
境
を
整
え
て
い
く
。

答

事
故
後
の
市
の
対
応
は
。

問

阿部十全
（立憲民主・きずな）

　
誹
謗
中
傷
や
デ
マ
の
防
止
な
ど
を
呼

び
か
け
、
個
人
情
報
に
配
慮
し
、
正
確

な
情
報
を
可
能
な
限
り
提
供
す
る
。

本
市
に
お
け
る
都
市
計
画
は

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
時
の

危
機
管
理
お
よ
び
情
報
発
信

豪
雨
災
害
か
ら
市
民
を
守
る

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

現
在
お
よ
び
今
後
の

　
　
　
学
校
教
育
の
諸
課
題

風
力
発
電
の
情
報
伝
達
は

介
護
予
防
福
祉
用
具

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
の

　
　
　
　
　
　
事
故
報
告
は

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
こ
と
が
あ
る
。

販
売
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
展
示
の
機

会
を
増
や
し
、
関
係
部
署
に
お
い
て
相

談
対
応
を
し
て
い
く
。
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福
祉
灯
油
で
暮
ら
し
応
援
を

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
は
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
介

護
予
防
の
推
進
や
高
齢
者
が
主
体
的
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
指
針
と
し
て

３
年
に
一
度
見
直
さ
れ
策
定
さ
れ
て
い

る
。
１５
人
の
策
定
委
員
の
う
ち
、
医
療

分
野
か
ら
の
委
嘱
は
１
人
の
み
で
あ
る

が
不
足
で
は
な
い
か
。

今
後
は
更
な
る
医
療
と
介
護
の

連
携
や
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図

る
た
め
、
よ
り
多
角
的
な
視
点
か
ら
計

画
の
策
定
が
行
え
る
よ
う
、
委
員
の
構

成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問答

高
齢
期
の
課
題
解
決
や
自
立
支

援
・
介
護
予
防
の
促
進
を
目
指

す
地
域
ケ
ア
会
議
は
、
運
動
・
口
腔
・

栄
養
な
ど
の
専
門
的
知
識
を
持
つ
職
種

か
ら
の
具
体
的
助
言
を
得
る
自
立
支
援

型
が
望
ま
し
い
が
市
は
検
討
し
て
い
る

か
。

専
門
的
知
識
を
持
つ
職
種
の
構

成
員
を
加
え
、「
地
域
ケ
ア
会
議
」

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問答

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
の
概
算
金
は

ひ
と
め
ぼ
れ
１
俵
６０
キ
ロ
グ
ラ

ム
９
４
０
０
円
な
ど
過
去
５
年
間
で
最

安
値
で
あ
り
農
家
は
大
幅
な
減
収
で
あ

る
。

　

本
市
と
し
て
も
米
を
国
が
買
い
上
げ

所
得
者
へ
の
米
の
支
給
な
ど
で
米
価
下

落
を
防
ぎ
離
農
や
耕
作
放
棄
地
を
出
さ

な
い
よ
う
国
へ
要
望
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
本
市
独
自
の
支
援
策
は
で
き

な
い
か
。国

に
対
し
安
定
的
な
米
価
維
持

の
た
め
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
講
じ

る
よ
う
東
北
市
長
会
に
要
望
し
た
。

　
市
独
自
の
支
援
策
は
農
協
の
「
農
業

経
営
緊
急
対
策
資
金
」
へ
の
利
子
補
給
、

次
期
作
に
向
け
た
「
農
業
者
省
力
化
支

援
事
業
」
で
実
施
者
を
募
集
し
て
い
る
。

今
後
も
再
生
産
可
能
な
農
業
に
つ
な
が

る
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

全
国
的
に
灯
油
の
高
値
が
続
い

て
お
り
国
は
自
治
体
支
援
策
を

発
表
し
た
。
自
治
体
が
生
活
者
な
ど
を

支
援
す
る
た
め
に
特
別
交
付
税
を
講
ず

る
も
の
で
生
活
困
窮
者
に
灯
油
購
入
な

ど
を
助
成
す
る
。

　

県
内
や
全
国
的
に
も
助
成
が
始
ま
っ

て
い
る
の
で
本
市
で
も
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

灯
油
価
格
は
上
昇
し
平
年
よ
り

２
割
ほ
ど
高
止
ま
り
し
て
市
民

へ
の
経
済
的
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
も
今
後
、
国
や
県
の
燃
料

費
高
騰
対
策
を
注
視
し
て
い
く
。

　
低
所
得
者
世
帯
な
ど
へ
の
灯
油
購
入

費
助
成
に
係
る
必
要
な
事
業
費
を
今
市

議
会
で
追
加
提
案
す
る
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問答

甫仮貴子
（高志会）

佐々木隆一
（日本共産党）

当
該
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
接
種

勧
奨
を
中
止
し
た
世
代
（
平
成

１２
年
度
〜
１７
年
度
生
ま
れ
）
に
対
す
る

救
済
措
置
と
し
て
、
迅
速
な
情
報
提
供

と
接
種
機
会
の
確
保
、
費
用
助
成
に
つ

い
て
市
の
対
応
は
。

厚
労
省
で
の
議
論
を
注
視
し
方

針
が
決
ま
り
次
第
、
接
種
済
み

の
方
へ
の
費
用
助
成
も
含
め
当
市
の
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

ペットボトルの水より安い同量の米価

厚生労働省ホームページより

米
価
下
落
は
営
農
の
危
機

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進

水
１１０円

米
７０円
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　本市の政務活動費は、会派や議員が行う調査研究などの活動に充てることができ、令和３年４～１０月は月額１万円

を交付したもので、交付に当たっては収支報告書の提出が義務付けられています。

　（※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を掲載しています。）

政務活動費の収支を報告します

※広聴費、要望・陳情活動費、会議費、人件費への支出はありませんでした。※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派および議員が負担しています。

会派名・議員名 高志会
（１人は５月分～）

市民創風 公明党 社会民主党 日本共産党
阿部十全
議員

岡見善人
議員

正木修一
議員

合計

12 7 1 1 1 1 1 1 26

830,000

830,000

91,300

0

385,817

0

107,895

23,100

608,112

221,888

490,000

490,000

0

48,060

0

0

57,200

0

105,260

384,740

70,000

70,000

0

0

0

0

0

0

0

70,000

70,000

70,000

0

0

0

0

0

72,023

72,023

0

70,000

70,000

0

0

128,010

0

0

0

128,010

0

70,000

70,000

0

0

0

0

0

0

0

70,000

70,000

70,000

0

0

150,000

0

0

0

150,000

0

小川幾代
議員

（５月分～）

1

60,000

60,000

5,500

0

8,938

0

0

47,784

62,222

0

70,000

70,000

0

0

0

5,500

0

66,000

71,500

0

1,800,000

1,800,000

96,800

48,060

672,765

5,500

165,095

208,907

1,197,127

746,628

交付金(１人月額１万円交付)

調査研究費

研修費

広報費

会議費

資料作成費

資料購入費

計

残　　額

主な使用内容

計

所属議員数 （人）

収
入

支
　
　 

　
出

＜広報費＞
会派報発行

＜資料作成費＞
パソコン等機器
リース

＜研修費＞
管内視察研修
（新ゴミ処理施設、
鳥海ダムなど）

＜資料作成費＞
パソコン等機器
リース

＜資料購入費＞
資料書籍の購入

＜広報費＞
民報　由利本荘
発行

＜広報費＞
議会活動報告発
行

＜資料購入費＞
資料書籍の購入

＜広報費＞
議会活動報告発
行

＜資料購入費＞
資料書籍の購入

（単位：円）

令和３年度
（４月～１０月分）

米
価
下
落
が
地
域
経
済
に
及
ぼ

す
影
響
と
対
策
は
。

米
価
下
落
は
農
業
経
営
だ
け
で

な
く
、
地
域
経
済
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
営
農
継
続
へ
向
け
た
「
農
業
経
営
緊

急
対
策
資
金
利
子
補
給
事
業
」「
農
業
者

省
力
化
支
援
事
業
」
で
支
援
し
て
い
く
。

問答

今
後
の
支
援
策
は
。

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
再
生
産
可
能
な
農
業
に
つ

な
が
る
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

問答

適
期
の
草
刈
り
業
務
を
含
む
維

持
管
理
の
改
善
は
。

今
後
は
業

務
の
早
期

発
注
や
、
路
線
ご

と
の
実
情
に
合
わ

せ
た
作
業
を
実
施

し
、
通
行
の
安
全

確
保
に
努
め
る
。

問答

町
内
会
要
望
に
対
す
る
実
施
度

が
低
い
の
で
は
。

地
域
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
、

早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
す
べ
て
の
要
望
に
添
っ
た
対
応

が
で
き
て
い
な
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
、
様
々

な
解
決
策
を
模
索
し
て
い
く
。

問答

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
町
内
会

要
望
事
項
の
見
え
る
化
を
図
り
、

情
報
共
有
出
来
な
い
か
。

地
域
か
ら
の
要
望
や
回
答
を
今

年
度
よ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
く
。

問答

正木修一
（サキホコレ）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
範
囲
を
柔

軟
に
で
き
な
い
か
。

児
童
・
生
徒
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
事
情
に
よ
り
、
保
護
者

や
地
域
の
方
々
か
ら
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

要
望
も
高
ま
っ
て
い
る
。
市
全
体
の
地

域
交
通
も
考
え
な
が
ら
、
児
童
・
生
徒

の
通
学
方
法
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討

し
て
い
く
。

問答

草刈作業遅れの市道

市
の
米
価
下
落
対
策
は

市
道
、
林
道
管
理
は

町
内
会
要
望
事
項
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
対
応
は

児
童
・
生
徒
の
通
学
時
の

　
　
　
　
　
　
安
全
確
保
を



１日
４日
７日
２０日

２２日

２６日

１２日
１６日
２０日

スポーツ協会評議員会
矢島浄水場建築工事安全祈願祭並びに起工式
市功労者選考委員会
社会福祉功労者表彰式

秋田県市議会議長会臨時会
県知事との行政懇談会
東京オリンピック出場小野祐佳氏紹介コーナー除幕式

高橋宏幸賞感想文・感想画コンクール
鳥海高原矢島スキー場開き
地域農業再生協議会総会

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

１０月 １１月 １２月

6,960円
（2件）

2,000円
（1件）

0円
（0件）

40,000円
（2件）

0円
（0件）

0円
（0件）

議長交際費

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は２／１６～３／１７◀

・議会を傍聴！ライブで！
・ケーブルテレビで生中継

・会議録で読む

議長公務（主なもの）

１０月

１１月

１２月

１２月

１１月

１０月

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
各期成同盟会等県内要望～９日
議会運営等打合せ会議①
新任議員説明会
議会運営等打合せ会議②
新任議員タブレット操作説明会

議会運営等打合せ会議③
臨時会
新任議員研修会～１２日
議会報編集特別委員会
会派代表者会議
議会運営委員会
議長による新任議員等研修会
本会議（開会）
政治倫理審査会
議会報告会「市民と語る会」実行委員会

本会議（一般質問）
会派代表者会議
議会運営委員会
本会議（一般質問）
議会報告会「市民と語る会」実行委員会
委員会（議案審査）～１０日
議会運営委員会
本会議（最終日）
議会全員協議会
令和４年度予算に対する会派提言
議会報告会「市民と語る会」実行委員会

４日
８日

２２日

２８日

２日
９日
１１日
１６日
１９日
２２日
２９日
３０日

７日

８日

９日
１７日

２１日

由利本荘市議会だより  第67号（12月定例会）11

議会日誌

12
月

定

例

会

（１０／１～１２／３１）

議会だよりをちいき本棚で！
由利本荘市議会だよりを「SideBooks」のちいき

本棚でご覧いただけるようになりました。

 https://cccc.backshelf.jp/

市議会カレンダー
● ３月定例会の予定 ●

１／３０３１ ２／１ ４ ５

１３ １３ １２

１３

６ ７

１５１４ １７ １８ １９

２０ ２１

２７

２２ ２３ ２４ ２５ ２６

５２

６ １２

１３ １４ １５ １６ １８ １９

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

日

   ２月４日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です １１

３
本会議
（会派代表質問）

４
本会議
（会派代表・
一般質問）

１６

４

２８

　議会報告会実行委員会は、改選後に再度検討
をした結果、令和３年度議会報告会「市民と語
る会」の中止を決定いたしました。
　来年度の開催に向け新たな体制で、開催方法
や手法、時期などを見直しており、詳細決定後
にあらためて議会だよりなどでお知らせいたしま
す。

令和３年度 議会報告会
「市民と語る会」中止のお知らせ
令和３年度 議会報告会
「市民と語る会」中止のお知らせ

３／１

７
本会議
（一般質問）

８
本会議
（一般質問）

９
常任
委員会

１０
常任
委員会

１７
本会議
（閉会）

１１
常任
委員会

由利本荘市議会　会議録 検 索
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編
集
後
記

委
員
長　
　

正
木　

修
一

副
委
員
長　

泉
谷　

赳
馬

委
員　
　
　

佐
藤　

正
人

　
　
　
　
　

佐
々
木
隆
一

　
　
　
　
　

大
友　

孝
徳

　
　
　
　
　

甫
仮　

貴
子

　
　
　
　
　

小
川　

幾
代

　
　
　
　
　

吉
田　

朋
子

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

れた日、学校の教室からまっすぐに見える鳥

海山。休み時間、時々心が引き寄せられている。

雲、海、桜、田んぼ、雪…絶妙なコラボ。由利本

荘市に住む人にはひそかにお気に入りの、四季折々

の鳥海山の風景があるような気がする。先日「鳥

海山が白くなってるね。」「ネネ、あれは雪なんだ

よ。」５才の弟との何気ない会話にほっこりした。

　私の両親にも、生まれ育った場所にそれぞれ思い

出の風景があり、思い出した時なぜか心が温まると

話していた。きっと私も大人になったら、鳥海山の

風景と一緒に、心の宝箱が開くのだろう。そんな日

がくるのを楽しみに、今はやるべきことを全力で、

毎日元気に笑顔で頑張る姿を鳥海山に見ていてほし

いと思う。

は、子どもからお年寄りまで、みんな元気で

活気ある由利本荘市が大好きです。私は、い

つも通学路でたくさん元気をもらっています。朝、

登校していると、地域のお年寄りの方が「おはよう」

「いってらっしゃい」と元気に声をかけてくれるので、

私も「今日も１日がんばるぞ」という気持ちがわい

てきます。

　また、保育園のわきを通ると、園児たちのにぎや

かな声が聞こえ、「あっ、お姉さんだ！」と話しか

けられることもあり、かわいい子どもたちを見て、

私も自然に笑顔になります。これからも、由利本荘

市が、明るく元気な街であり続けるように、私も明

るいあいさつで、地域に元気を広げていきたいと思

います。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.25

晴 私

元気をもらえる通学路いつもそばに

新山小学校 ６年

さん伊東 杏莉

本荘北中学校 ２年

（町内名　上ノ山）（町内名　浜松町）

しぶ や い とう あん り

さん渋谷 そら

　

我
が
家
の
子
ど
も
た
ち
（
中
２
・
小
６
・
小
４
）

は
、
地
域
の
部
活
動
や
ス
ポ
少
に
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

自
分
が
子
ど
も
の
頃
と
比
べ
て
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
子
ど
も
が
減
少
し
、
チ
ー
ム
が
無
く

な
っ
た
り
、
他
校
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
活
動

せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
す
。
本
来
学
業
が

主
た
る
学
生
で
す
が
、
地
域
の
仲
間
で
活
動

し
目
標
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
し
、
健
や
か
な
心
身
を
育
む

た
め
に
も
運
動
は
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
い
う
子
ど
も

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
が
、
先
に
述
べ
た
現
状
に
よ
り
、
練

習
場
所
や
部
員
の
確
保
な
ど
様
々
な
問
題
が

あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
立
市
と
い
う
言
葉
の

と
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動
を
す
る
環
境

に
つ
い
て
今
一
度
、
焦
点
を
当
て
て
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。

ス

ポ

ー

ツ

立

市

へ
い

こ
う

い
け

だ

さ
ん

岩
城
地
域

  　　　　　　　　
（
町
内
名　

鶴
潟
）

池
田
　
康
平

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
負
託
を
受
け

新
体
制
と
な
っ
た
市
議
会
も
、
初
め

て
の
定
例
会
に
臨
み
、
６
人
の
一
般

質
問
、
そ
し
て
新
し
く
編
成
さ
れ
た

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
の
議
案
審
査

も
緊
張
感
を
持
っ
て
行
わ
れ
、
計
４２

件
の
議
案
を
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
執
行
機
関
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
よ
り
一
層
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
べ
く
、

提
案
型
の
政
務
活
動
が
で
き
る
よ
う

励
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
年
の
六
十
干
支
は
、〝
壬
寅
（
み

ず
の
え
と
ら
）
〞。
壬
寅
に
は
、「
陽

気
を
は
ら
み
、
春
の
胎
動
を
助
く
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
冬
が
厳
し
い

ほ
ど
春
の
芽
吹
き
は
生
命
力
に
溢
れ
、

華
々
し
く
生
ま
れ
る
こ
と
を
表
し
て

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

も
油
断
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、
厳

し
い
冬
を
乗
り
越
え
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
向
け
た

華
々
し
い
年
に

し
た
い
も
の
で

す
。

　
（
泉
谷　

赳
馬
）


